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［成果情報名］繊維含量の多い低コスト飼料へのキシラナーゼ添加は肥育後期豚の排ふん量を減少させる 

［要約］大麦ヌカ 20％および米ヌカ 5％を配合飼料に混合した低コスト飼料の給与は、日排ふん量を

30％程度増加させるが、キシラナーゼを含む繊維分解酵素を添加することで、セルラーゼ主体の繊維

分解酵素の添加よりも排ふん量を減らすことができ、飼料価格も安く抑えられる。 
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［代表連絡先］（代表）0957-68-1135 

［分類］研究成果情報 
 

［背景・ねらい］ 

養豚生産費における飼料費の割合は 6 割を占め、飼料価格の高騰により養豚経営の悪化を招いてい

る。本研究部門では、マッシュタイプの肥育後期用飼料（以下、配合飼料）に安価で入手可能な大麦

ヌカ 20%、米ヌカ 5%を混合した飼料を肥育後期豚に給与すると、配合飼料のみを給与する場合と比べ

て、増体および枝肉成績には影響を及ぼさず、ロース肉のドリップロスを低減できることを明らかに

している（深川ら．2023）。 

しかし、大麦ヌカや米ヌカには配合飼料よりも繊維質が多く含まれることから、排ふん量の増加が

懸念される。そこで、配合飼料に大麦ヌカおよび米ヌカを混合した低コスト飼料（以下、低コスト飼

料）に繊維分解酵素を添加することで、飼料価格を安く抑えつつ排ふん量を低減する肥育技術の開

発を本研究の目的とする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１． 低コスト飼料の給与は、配合飼料のみを給与する場合と比べて、日排ふん量を 30％程度増加

させる（表 1）。 

２． 低コスト飼料にキシラナーゼを含む繊維分解酵素を添加すると、セルラーゼ主体の繊維分解

酵素を添加するよりも日排ふん量を抑える傾向がある（表 2）。 

３． 繊維分解酵素を添加した低コスト飼料を給与しても、増体および枝肉成績は、配合飼料のみ

を給与する場合と変わらない（表 2）。 

４． 低コスト飼料にキシラナーゼを含む繊維分解酵素を添加しても、配合飼料のみを給与する場

合と比べて飼料価格が安く抑えられる（表 3）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．自家配合で肥育を行っている生産者や飼料費低減を図りたい生産者で活用できる。 

２．大麦ヌカ、米ヌカおよび繊維分解酵素を配合飼料に混合する際は、撹拌機等で攪拌を行う必要が

ある。 
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［具体的データ］ 

 
 

 
 

 
（高木 豪） 

［その他］ 
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